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18年12月

(前年)

�  （％：複数回答あり）Ⅸ．当面の経営上の問題点

⑴　今回の調査の全産業での当面の経営上の問題点をみると、①売上受注不振42.3％ (前期
比+0.0ポイント）、②原材料高41.3％（前期比+6.1ポイント）、③過当競争 激化17.0%(前
期比▲2.4ポイント）の順となっている。

⑵　これを製造業と非製造業に分けてみると製造業では原材料高53.5%、非製造業は売上受
注 不振44.7%が最も高いポイントとなっている。今回調査では、売上受注不振は前回と
同じポイントとなったが、原材料高は増加した結果となっている。また、販売経費増加を
問題点とする企業も増加している。
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